


















第 8 2 5 9 
結明士号
昭和 63 年 6 月 9 日

























術後の血糖値は，対照群および 1 時間群では全て正常範囲であった。 2 時間群では 9 頭中 3 頭， 3 時
間群では 7 頭中 6 頭が術後 2 日目以降に200mg/de以上の高血糖を呈した。また 3 時間群では 1 日目に
45:illmg/ dPと術前に比し有意に低値を示した。血紫インスリン (1 R 1) 値は，牌全摘群以外の群で
は， 1 日目には術前に比し有意に上昇した。 3 時間群の 1 R 1 値は 2 日目以降は対照群に比べ有意に低
値であった。
2 )経静脈的ブドウ糖負荷試験:
本試験のみ空腹時血糖値が150mg/dP以下の実験犬に対して施行した。 K値は対照群 (10頭)， 1 時間
群 (8 頭)， 2 時間群 (6 頭)， 3 時間群( 1 頭)の順に， 2.77 :i:0.30 , 2.04 :i: 0.20 , 1.28 :i:0.20 , 0.83%/ 
mm であり， 2 時間群および 3 時間群は対照群に比べ有意に低値であった。血祭インスリン値の最大増
加量 (Maxム 1 R 1) は，順に32.8 :i: 4.3 ， 33.7 :i:4.6 , 10.3 :i:3.3 , 2.6μU/mP，であった。負荷後60分
間の累積分泌量(ヱム 1 R 1) は71l:i: 100 ， 937 :i: 117 , 295 :i: 76 , 132μU ・ min/mP, lnsulinogenic 
lndex は0.273 :i: 0.062 ， 0.259 :i:0.031 , 0.053 :i:0.01l, 0.021であった。いずれの指標も 2 時間群および 3
時間群は対照群に比べ有意に低値であった。なお，対照群における術前値との比較では， Max ム 1 R 1 
値は術前62.0 :i: 10 .4 μU/mPであり 術後の値は有意に低値であった。
3) 経静脈的トルブタマイド負荷試験:
Maxム 1 R 1 値は順に15.9 :i: 2.6 ， 13.6士 2.4 ， 7.7 :i:2.4, 1. 7 :i:0.5μU/mP 負荷後の60分間のヱム I
RI は566 :i: 127 ， 448 :i: 107, 185 :i: 59 , 21 :i: 20μU ・ min/mPで、あり，いずれも 2 時間群および 3 時間群
は対照群に比べ有意に低値であった。
4) 経静脈的アルギニン負荷試験:
Maxム 1 R 1 値は順に13 .4:i: 2.9 ， 7.4:i:1.0, 2.1 :i:0.8 , 1. 7土 0 .4 μU/mPであり，負荷後90分間のエム
1 R 1 値は370 :i: 49 ， 195 :i: 50 , -53 :i:53 , -70 :i: 40μU • min/mPであり， 1 時間群， 2 時間群および 3
時間群の値は対照群に比べ有意に低値であった。負荷開始後の IRG値ならびに累積分泌量(I: I 1 R 






2. 早朝空腹時の血糖値は， 2 時間以上の虚血群においては，対照群に比べ有意に高値を示した。
3. 耐糖能は， 2 時間以上の虚血群においては，対照群に比べ有意な低下を示した。








る in situ の実験モデルを作成し常温虚血時間と移植牌内分泌機能との関係を探究している。その結
果，耐糖能は 2 時間以上の常温下虚血により低下すること，ならびにインスリン分泌能は 1 時間の虚血
により有意に低下することを観察している。
移植勝の機能不全の発現因子のうち，勝の常温下虚血は不可避の問題でありながら，勝内分泌機能に
及ぼす影響は充分解明されていない。本研究は移植勝機能不全の発現機序の一端を明らかにしている。
醇移植の臨床に資する成果であるO
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